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いのち・くらし・平和
　
気
候
危
機
、コ
ロ
ナ
禍
、物
価
高
騰
、ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略―

―
い
の
ち
、く
ら
し
、平
和
の
大

切
さ
を
か
み
し
め
る
毎
日
で
す
。こ
ん
な
時
こ
そ
、

あ
な
た
の
願
い
に
応
え
、く
ら
し
を
支
え
る
温
か
い

県
政
に
し
ま
す
。

　
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
・
大
増
税
、原
発
回
帰
の
政

治
な
ど
、地
方
へ
の
悪
政
押
し
付
け
と
キ
ッ
パ
リ
対

決
し
、県
民
の
運
動
と
力
を
あ
わ
せ
、く
ら
し
最
優

先
の
栃
木
県
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

自
民
党
が
多
数
を
占
め
る
県
議
会
に
は
、県
民

の
立
場
で
ス
ジ
を
通
し
、ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い

え
る
共
産
党
の
議
員
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
一
票
を
ど
う
か
私
、野
村
せ
つ
子
に

託
し
て
く
だ
さ
い
。

野
村
せ
つ
子

１
９
５
３
年
２
月
３
日
生(

70
歳
）

の

む

ら

大軍拡・増税 いいなに
  より

いつでも「国民が主人公」

日本共産党はこんな党です
「戦争反対」つらぬいて101年
　戦前、どんなに迫害され、弾圧されても「侵略
戦争反対」「主権在民」の旗を掲げ続けました。
憲法９条を守り、日本を「新しい戦前」にはさせ
ない――共産党がこの立場で頑張りぬけるのは、
戦前の不屈の歴史を受け継いでいるからです。

　日本共産党は、民主的な党運営に力をつくし、
「国民が主人公」をつらぬく政党です。社会の発
展は、選挙でしめされた主権者＝国民多数の意志
で決める―私たちのゆるがぬ方針です。「暴力革
命」とは全く無縁、どんな場合でも、平和的・合
法的な方法で社会を変える党です。

岸田政権のＮＯ！

「学校給食費ゼロ」「子どもの国保税ゼロ」の一票は野村せつ子へ

・コロナの検査・治療の公費負担継続、保健所の体制強化を
・病床を削減する地域医療構想の撤回を求めます

・住宅省エネ・断熱リフォームへの助成制度をつくります
・田川や姿川の氾濫防止対策、流域治水で安心の街づくりを

●コロナから命を守る保健・医療

●くらし応援、子育て支援

●学校教育の充実

●気候危機打開、洪水対策の強化を

●ジェンダー平等、多様性を大切に

全国10位の財政力いかして
実現します

全国10位の財政力いかして
実現します平和

敵
基
地
攻
撃
の
能
力
を
持
つ
、５
年
間
で
43
兆
円
も
の
軍

事
費
拡
大
に
反
対
し
ま
す
。憲
法
９
条
生
か
し
た
平
和

外
交
で
戦
争
の
心
配
の
な
い
ア
ジ
ア
を
め
ざ
し
ま
す
。

原発
老
朽
原
発
を
使
い
続
け
、新
増
設
を
す
す
め
る
岸
田
政

権
の「
原
発
回
帰
」に
反
対
。
原
発
ゼ
ロ
、
東
海
第
二

原
発
の
再
稼
働
中
止
を
求
め
ま
す
。

経済
消
費
税
の
５
％
へ
の
緊
急
減
税
、イ
ン
ボ
イ
ス
は
中
止

を
。
年
金
の
引
き
上
げ
、中
小
企
業
を
支
援
し
て
最
低

賃
金
時
給
１
５
０
０
円
を
求
め
ま
す
。

・学校給食費ゼロへ支援制度をつくります
・国保税の子どもの均等割をゼロにし、18歳まで無料に

・先生を増やして、小・中・高校の少人数学級実現を
・特別支援学校の寄宿舎存続と教育の充実をめざします

・選択的夫婦別姓の実現、同性婚の法整備を求めます
・ファミリーシップ制の実現など多様性を認め合う栃木県に
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